
[ 槙代大鳥神社例祭 ワッパ舞神事 ]
白米を入れたワッパ（曲げ物の弁当）を両手に持ち、
豊作を祈願して繊細かつ豪快に舞う若者たち。上下
左右に回転するワッパから米が飛び散ると、観衆か
ら大歓声が上がりました。
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今
年
も
始
ま
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

昨
年
六
月
～
九
月
に
県
内
全
域
で
展
開
さ

れ
た
国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
山
形
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
山
形
Ｄ
Ｃ
）」。
期
間
中
、
各
地
で
は

観
光
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
催
さ
れ
、
山
形
県

を
訪
れ
た
観
光
客
数
は
約
一
千
一
百
六
十
四

万
人
（
庄
内
地
方
は
四
百
二
万
八
千
人
）
で
、

お
と
と
し
と
比
べ
一
九
・
八
％
増
（
同
二
六
・

三
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
特
徴

的
な
観
光
資
源
で
あ
る
「
食
文
化
」、「
出
羽

三
山
」、「
加
茂
水
族
館
（
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム

館
）」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の
本
市
の
観
光
客
数

は
約
三
百
八
十
万
人
に
上
り
、
対
前
年
比
の

約
三
十
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
及
び
本
市
で
は
、
観
光
誘
客
の
拡
大
に

つ
な
が
っ
た
山
形
Ｄ
Ｃ
の
効
果
を
活
用
し
、

県
民
総
参
加
・
全
産
業
参
加
に
よ
る
観
光
立

県
山
形
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
た
め
、
今
年

の
六
月
十
三
日
○土
～
九
月
十
二
日
○土
を「『
山

形
日
和
。』
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
ポ
ス
ト

Ｄ
Ｃ
）
と
位
置
付
け
、
観
光
振
興
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ポ
ス
ト
Ｄ
Ｃ
で
Ｐ
Ｒ
す
る
鶴
岡
の
魅
力

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
「
食
文
化
」、「
出

羽
三
山
」、「
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
」
を
重
点

的
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
企
画
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
観
光
資
源
を
磨

き
上
げ
な
が
ら
ポ
ス
ト
Ｄ
Ｃ
に
臨
み
ま
す
。

●
食
文
化　

世
界
が
認
め
る
本
市
の
食
文
化

は
観
光
誘
客
に
加
え
地
域
産
業
へ
の
波
及
が

日時 イベント（場所／問合せ）

６月
13日○土

午前９時 ●玉こんにゃく振る舞い（山形自動車道櫛引パーキングエリア売店☎57‐5008）
●ミニソフトクリーム振る舞い（産直あぐり☎57‐3300）

午前10時
●山菜汁振る舞い（産直あさひ・グー☎58‐1455）
●栃餅振る舞い（月山あさひ博物村☎53‐3411）
●あつみ温泉ばら園まつり振る舞い（あつみ観光協会☎43‐3547）

午前11時 ●そばかりんとう・そばおこしサービス（ふるさとむら宝谷☎57‐4415）

昼頃 ●きらきらうえつ「山形日和。」号歓迎セレモニー（鶴岡駅／本所観光物産課内「鶴
　岡市観光連盟」事務局☎25‐2111内線548）

午後６時30分 ●羽黒山五重塔ライトアップ点灯式（同観光連盟事務局☎25‐2111内線548）
午後７時 ●善寳寺五重塔ライトアップ点灯（同観光連盟事務局☎25‐2111内線548）
午後８時 ●あつみ温泉カジカガエル鳴き声鑑賞ツアー（あつみ観光協会☎43‐3547）

14日○日        

午前６時 ●ストラッププレゼント（長沼温泉「ぽっぽの湯」☎64‐4126）
午前９時30分 ●花のプレゼント（四季の里「楽々」☎78‐2520）

午前10時 ●ポストＤＣオープニング & しゃりん道の駅フェスティバル（道の駅「あつみ」
　しゃりん☎44‐3211）

13日○土・14日○日 午前11時 ●ローズフェスティバル（足湯カフェ「チットモッシェ」☎43‐4390）

ポストＤＣのオープニングイベントポストＤＣのオープニングイベント

「山形日和。」観光
キャンペーンが
始まるよ
●期　間　６月13日○土 ～９月12日○土
●問合せ　本所観光物産課☎25‐2111内線548

【特集】
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期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。二
日
間
で
一
万
人
が

参
加
し
た
「
庄
内
酒
ま
つ
り
＆
鶴
岡
ふ
う
ど

駅
ス
ポ
」を
今
年
も
開
催
す
る
ほ
か
、期
間
中

に
旬
を
迎
え
る
伝
統
野
菜
や
海
産
物
、
果
物

な
ど
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

●
出
羽
三
山　

徳
川
家
康
公
没
後
四
百
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
羽
黒
山
東
照
社
を
開
扉

し
、
家
康
公
の
御
神
像
を
初
公
開
し
ま
す
。

●
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
以
降
、
八
十
万
人
を
超
え
る
方
々
が

同
館
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
駐
車
場
等
交
通
対

策
の
充
実
や
、
何
度
見
て
も
新
し
い
感
動
が

生
ま
れ
る
よ
う
な
展
示
企
画
な
ど
を
通
し
来

館
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
ポ
ス
ト
Ｄ
Ｃ
の
新
規
企
画　

だ
だ
ち
ゃ
豆

や
温
海
か
ぶ
な
ど
本
市
で
採
れ
る
食
材
を
使

っ
た
「
駅
の
弁
当
・
庄
内
弁
」
を
開
発
し
て

い
ま
す
。
期
間
中
に
駅
の
売
店
や
観
光
イ
ベ

ン
ト
等
で
販
売
し
ま
す
。

　

観
光
を
通
し
て
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

　

本
市
の
成
長
戦
略
「
鶴
岡
ル
ネ
サ
ン
ス
宣

言
」
の
五
つ
の
文
化
都
市
宣
言
の
一
つ
に
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
観
光
文
化
都
市
宣

言
」。
観
光
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
交
流
人
口
（
そ
の
地
域
を
訪
れ
る
人
の

数
）
の
拡
大
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
、

地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

山
形
Ｄ
Ｃ
で
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
た
、

豊
か
な
自
然
や
伝
統
・
文
化
、
歴
史
的
建
造

物
な
ど
を
生
か
し
た
観
光
の
取
り
組
み
。
皆

さ
ん
も
ポ
ス
ト
Ｄ
Ｃ
を
機
会
に
、
鶴
岡
の
観

光
の
魅
力
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

期日 イベント（場所／問合せ）

６月21日○日 ●櫛引さくらんぼまつり（産直あぐり、観光さくらんぼ園／櫛引観光協会☎57‐2115）
●うまイカ・干しイカ・イカまつり（鼠ケ関港／あつみ観光協会☎43‐3547）

７月中旬～下旬 ●鼠ケ関漁船クルージング（鼠ケ関港／あつみ観光協会☎43‐3547）

　　18日○土 ●庄内酒まつり2015 ＆ 鶴岡ふうど（食×風土）駅スポ（JA全農山形鶴岡倉庫／本所食文化推
　進室　　☎25‐2111内線528）

　　25日○土 ●黒川能野外能楽「水焰の能」（櫛引総合運動公園／櫛引庁舎産業課☎57‐2115）

８月２日○日 ●鶴岡伝統芸能祭（藤島体育館芝生広場／ふじしま観光協会☎64‐2229）
●焼き肉フェスティバル（藤島体育館芝生広場／藤島庁舎産業課☎64‐2111内線152）

　　８日○土 ●せせらぎの能（あつみ温泉温海川特設会場／あつみ温泉魅力づくり推進委員会☎43‐2024）
　　14日○金 ●荘内大祭（鶴岡公園／荘内神社☎22‐8100）
　　15日○土 ●赤川花火大会（赤川河川敷／赤川花火大会実行委員会☎28‐1873）
　　16日○日 ●おぃやさ祭り（山王商店街／おぃやさ祭り実行委員会☎25‐0613）
　　23日○日 ●夕陽能（道の駅「あつみ」しゃりん☎44‐3211）
　　31日○月 ●八朔祭（羽黒山頂／羽黒町観光協会☎62‐4727）
９月５日○土 ●とれたて！お魚夕市「エビまつり」（鼠ケ関港／鼠ケ関自治会内「蓬莱塾」☎44‐2112）

◎ポストＤＣ期
　間中に行われ
　るその他のイ
　ベントなど

●鶴岡観光ぐるっとバスの運行日・運行路線の拡充（本所観光物産課内「鶴岡市観光連盟」事
　務局☎25‐2111内線548）
●観光人力車の運行［６月20日○土 ・21日○日 、７月18日○土 ・19日○日 、９月20日○日 ・21日○月 、10月
　17日○土 ・18日○日 ］（荘内神社前／鶴岡観光協会☎24‐7711）
●善寳寺五重塔ライトアップ
●羽黒山五重塔ライトアップ［６月13日○土 ・14日○日 、７月18日○土 ～10月12日○月 の土曜・日曜
　日、祝日、８月10日○月 ～14日○金 ］
●羽黒山東照社御神像特別参拝［10月31日○土 まで］ （出羽三山神社☎62‐2355）
●修験の山・羽黒山 知られざる信仰の証展［６月24日○水 ～11月23日○月 ］（いでは文化記念館☎
　62‐4727）
●未歳御縁年御本尊御開帳［11月１日○日 まで］（注連寺☎54‐6536）
●未歳御縁年御本尊御開帳［12月31日○木 まで］（大日坊☎54‐6301）
●つるおか即身仏集印めぐり（あさひむら観光協会☎53‐3411）
●あつみ温泉観光ガイド（あつみ観光協会☎43‐3547）
●あつみ温泉カジカガエル鳴き声鑑賞ツアー

 ポストＤＣ期間中の一押しイベント ポストＤＣ期間中の一押しイベント

●ポストＤＣキャラクター
　「きてけろくん」
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 庄内を愛した作家 森敦 直筆原稿寄贈記念 文化講演会（図書館100周年記念事業）

＜図書館本館＞

芥川賞作家で本市名誉市民の森敦氏の直筆原稿
や愛用品が市に寄贈されたことを記念し開催。
講師の森敦氏養女の森富子氏と森敦文学研究者

５．10
の井上明芳氏が、森敦氏の人柄や思い出、また
作品の魅力等を語りました。寄贈資料等は６月
21日○日 まで同館で展示されています。

温海 小国熊野神社例大祭「小国大名行列」

＜小国地区＞

「ヨーイトナ、ヤサッ」。青空の下、威勢のいい
掛け声が、宿場街の面影を残す同地区内に響き
渡ります。出羽街道小国宿として栄えた小国で

５. ３
江戸時代中期から始められたと伝えられている
小国大名行列。男衆約100人が大通りを練り歩
き、沿道ではお酒などが振る舞われました。
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藤島 藤の接ぎ木講習会

藤の花を気軽に楽しめるよう接ぎ木で盆
栽に仕立てました。管理方法の話題で盛
り上がり、作業もはかどったようです。

４. 26

＜藤島庁舎＞

羽黒 羽黒山東照社御神像特別参拝

徳川家康公没後400年を迎え、家康公の
御神像を一般初公開。東照社の解説や当
時の貴重な資料等が展示されています。

４．29
～

10．31

＜羽黒山頂＞

市内 櫛引南小 全校遠足

１年生から６年生までが縦割り班で分か
れ、オリエンテーリングなどを通して新
緑に色づく野山を楽しみました。

５. 13

＜金峰少年自然の家＞

羽黒 戦国甲冑武者行列

荘内藩甲冑研究会による甲
かっちゅう

冑行列が会場
を練り歩き、趣向を凝らした演武などが
歴史ある大蚕室の前で披露されました。

４. 26

＜松ヶ岡開墾場＞

朝日 六十里越街道足慣らしトレッキング

残雪の中につばきが咲く同街道。参加者
は石碑や旧跡を訪ねながら、新緑の季節
へと向かう春の古道を満喫しました。

５. 10

＜東岩本地区＞

鶴岡 新民館（旧大山小校舎）開館

明治期に建築された同館には、大山地区
の郷土・教育資料等が展示されています。
８月のお盆と来年２月も開館予定です。

５. ３  
  ・４

＜大山小＞
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鶴岡市職員採用試験【平成28年４月１日採用予定】

職員募集

■問本所職員課☎内線327

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

■募集職種・受験資格
▷上級行政・上級土木・上級電気（大卒程度）…昭和　　
　56年４月２日～平成６年４月１日に生まれた方
▷薬剤師（大卒程度）…昭和56年４月２日以降に生ま
　れ、薬剤師免許を取得している方及び平成28年４月ま
　でに取得見込みの方
▷土木（社会人経験者）…昭和51年４月２日以降に生
　まれ、技術士・技術士補または１級土木施工管理技士
　の資格を有し、民間企業の社員または公務員として設
　計業務、施工管理等の経験が５年以上ある方
▷電気（社会人経験者）…昭和51年４月２日以降に生
　まれ、電気主任技術者の資格を有し、民間企業の社員　
　または公務員として電気設備設計業務、施工管理等の
　経験が５年以上ある方
▷保健師（短大卒程度）…昭和56年４月２日以降に生
　まれ、保健師免許を取得している方及び平成28年４月　
　までに取得見込みの方
▷診療放射線技師（短大卒程度）…昭和56年４月２日　
　以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得している方　
　及び平成28年４月までに取得見込みの方
▷臨床検査技師（短大卒程度）…昭和56年４月２日以　
　降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している方及び　
　平成28年４月までに取得見込みの方
▷理学療法士（短大卒程度）…昭和56年４月２日以降　
　に生まれ、理学療法士免許を取得している方及び平成　
　28年４月までに取得見込みの方
▷看護師（短大卒程度）…昭和46年４月２日以降に生　
　まれ、看護師免許を取得している方及び平成28年４月　
　までに取得見込みの方
※以上の職種のほか、管理栄養士、初級行政、消防士の採
　用試験を９月に予定しています。

■試験日時
▷１次試験…７月26日○日 午前10時（土木・電　
　気は午後 0 時50分）
▷２次試験…１次試験合格者を対象に９月実施
　予定

■試験会場
▷上級行政・上級土木・上級電気・土木・電気　
　…鶴岡会場（勤労者会館）、東京会場（ホテル
　シーサイド江戸川〈東京都江戸川区臨海町〉）
▷保健師…勤労者会館
▷上記以外の職種…荘内病院

■申込み受付
▷６月１日○月 ～26日○金 に、申込書を市役所本所
　職員課へ（郵送の場合は６月26日○金 までの消
　印有効）
▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及
　び荘内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案
　内請求」と朱書きし、140円分の切手を貼っ
　た返信用封筒（宛先を明記したA４判用の角
　形２号封筒。折り畳んでもかまいません）、
　応募職種・連絡先のメモを同封して、市役所
　本所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐　
　25）へ
▷市ＨHP「人事・職員採用」からダウンロードする
　こともできます

荘内病院職員採用試験（薬剤師）【平成27年10月１日採用予定】

職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷薬剤師（若干名）…昭和56年４月２日以降に生まれ、　　　
　薬剤師免許を取得している方

■試験日時・会場
▷１次試験…７月26日○日 午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に８月中旬実施予定

■申込み受付
▷６月１日○月 ～26日○金 に、申込書を同院総務課へ（郵送
　の場合は６月26日○金 までの消印有効）

▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案
　内請求」と朱書きし、140円分の切手を貼っ
　た返信用封筒（宛先を明記したＡ４判用の角　
　形２号封筒。折り畳んでもかまいません）、　
　応募職種・連絡先のメモを同封して、同院総
　務課（〒997‐8515市内泉町４‐20）へ　
▷同院ＨHP「職員募集」及び市ＨHP「人事・職員採用」
　からダウンロードすることもできます
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鶴岡市情報公開条例及び鶴岡市個人情報保護条例の規定に基づき

平成26年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況をお知らせします
■問本所総務課☎内線314

　実施機関のうち選挙
管理委員会、監査委員、
農業委員会、固定資産
評価審査委員会は、情
報公開・個人情報保護
ともに開示請求件数が
０件のため掲載してい
ません。
　一つの開示請求に対
して複数の決定が行わ
れる場合があるため、
開示請求件数と開示決
定等の件数は一致しま
せん。

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　                       　（　）内は対象となった公文書の
数

実施機関名 開示請求件数
開示決定等の件数 不 服 申 立

て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局
21件

（総務部11件、市民部４件、商
工観光部 5 件、建設部 1 件）

５件（５） 16件（346）０件（‐） ０件

教育委員会 12件 11件（37） ３件（17） ５件（‐） ０件

荘 内 病 院 ２件 ０件（‐） ２件（171） １件（‐） ０件

消 防 ４件 ３件（３） １件（１） ０件（‐） ０件
議 会 ３件 ０件（‐） ３件（22） ０件（‐） ０件
合 計 42件 19件（45） 25件（557）６件（‐） ０件

【個人情報保護】

実施機関名 開示請求件数 開示決定等の件数 不 服 申 立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局 ２件
（健康福祉部１件、藤島庁舎１件）０件（‐） ２件（３） ０件（‐） ０件

合 計 ２件 ０件（‐） ２件（３） ０件（‐） ０件

水資源保全地域に指定されました
生活・環境

■問本所農山漁村振興課☎内線597（水資源保全条例に関する問合せは山形県環境企画課☎023‐630‐3161へ）

　水資源は、私たちの生活や経済活動に欠くこと
のできないものであり、豊かな自然環境に支えら
れています。水資源を守り、将来の世代に引き継
いでいくため、県は山形県水資源保全条例を平成
25年３月に制定しました。
　これによって、本市においても約46．3％の民
有林が平成27年５月29日に「鶴岡市水資源保全
地域」として指定されました。

平成26年度施行状況

水資源保全地域

■水資源保全地域とは
　公共のために使用される水（水道水、農業・林
業・漁業・工業用など）の取水点とその周辺区域
において、水資源を保全するために適正な土地利
用を図る必要がある地域です。条例に基づき知事
が指定します。

■水資源保全地域での土地取引と開発 
行為の事前届出制度について
　水資源保全地域内で土地取引や開発行為を行う
場合は、２か月前までに届出が必要です。

▷届出先　庄内総合支庁環境課☎66‐5706

■鶴岡市水資源保全地域図

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度
以
前
に
所
得
等

の
事
情
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

が
、
今
年
度
（
７
月
１
日
以
降
分
）
に
医
療

証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
、
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
２
日
○火
〜
５
日

○金
・
８
日
○月
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及

び
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課

（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）　

６
日
○土
…
本
所

国
保
年
金
課
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、
平
成

26
年
６
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
や
、
年

度
途
中
で
保
険
料
額
が
変
更
に
な
り
特
別
徴

収
が
中
止
さ
れ
た
方
に
は
、
26
年
度
分
の
納

付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
が
届
い

て
い
て
も
気
が
つ
か
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
２

月
・
３
月
に
75
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
誕
生

月
の
翌
々
月
15
日
頃
に
26
年
度
分
の
納
付
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

を
支
給
し
ま
す

　

消
費
税
引
上
げ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
昨
年

福
祉
関
係
者
の
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
、
福
祉
意
識
の
高
揚
・
啓
発

▼
心
身
障
害
児
療
育
支
援
助
成
金　

■対
地
域

福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
療
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
障
害
児
福
祉
関
係
者
の
研
修

▼
共
通　

■
助
成
額　

対
象
経
費
の
４
分
の

３
以
内　

■申
６
月
30
日
○火
ま
で
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
認
定
を
受
け
、
病
気
等
の
理
由
に
よ

っ
て
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
市
民
税

非
課
税
の
方　

■内
市
が
委
託
し
た
業
者
が
寝

具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ
ッ
ト
レ
ス
）

を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す
（
１
人
年
２

回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自

己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿

介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制

度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）　

本
人
、
配

偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半
額

ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除
さ

れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た
保

険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
確
認
印
の
あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い

ず
れ
も
コ
ピ
ー
可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る

と
、
退
職
者
本
人
の
前
年
所
得
が
審
査
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同

様
）。
退
職
・
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
・
失

業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で
の
期

間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○水
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
追
納　

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
申
請
書

類
を
送
付
し
ま
し
た
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と

医
療
証
を
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

■日
・
■場
６
月
２
日
○火
～
９
月
30
日
○水
の
開
院

日
（
市
内
医
療
機
関
）　

■対
昭
和
21
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る

人
間
ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
受
診
す
る
際
は
、
特
定

健
診
受
診
券
と
医
療
保
険
被
保
険
者
証
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
等
が
必
要
で
す
。
予
約

が
必
要
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の

設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応
を
支
援
し

ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
２
以
上
）、
身
体
障

害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら

し
の
方
等　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９

２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
を
助
成
し
ま
す

▼
福
祉
活
動
助
成
金　

■対
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
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度
に
引
き
続
き
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■対
今
年
６
月
分
の
児
童
手
当
の
受
給
者
（
特

例
給
付
の
方
は
除
く
）　

■
支
給
額   

支
給

対
象
児
童
（
今
年
５
月
31
日
現
在
、
０
歳
～

中
学
３
年
生
）
１
人
に
つ
き
３
、
０
０
０

円　

■
支
給
時
期　

10
月
以
降　

■
申
請
期

間　

６
月
１
日
○月
～
11
月
30
日
○月　

■
申
請

方
法   

▽
既
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
…
５
月
末
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
申
請
書
と
児
童
手
当
の
現
況
届
を
送
付

し
ま
し
た
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書

と
現
況
届
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い　

▽
今
年
６
月
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
す
る
方

…
５
月
末
に
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
申
請
書
の
み
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ

さ
い　

▽
公
務
員
の
方
…
今
年
５
月
31
日
現

在
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い　

■
臨
時
福
祉
給
付
金
に

つ
い
て　

申
請
時
期
は
８
月
、
支
給
時
期
は

10
月
以
降
の
予
定
で
す　

■
給
付
金
詐
欺
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い　

子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
に
関
し
て
市
や
厚
生
労
働
省
の
職

員
が
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

の
現
金
自
動
預
け
払
い
機
の
操
作
や
手
数
料

の
振
り
込
み
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん　

■問
本
所
福
祉
・
子
育
て
給
付
金
事

務
室
☎
25
‐
２
２
９
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

児
童
手
当
現
況
届
の 

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
載
方

法
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
６
月
15

日
○月
は
児
童
手
当
の
支
給
日
で
す
。
２
月
～

５
月
分
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
と
病
児
・
病
後

児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理
由
で
一
時
的

に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し
ま
す
。
予
定

が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま
で
に
各
保
育

園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
園
の

行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間
や
料
金
等
は

各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

民
田
保
育
園
、
上
郷
保
育
園
、
三
瀬
保
育
園
、

藤
島
く
り
く
り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育

園
、
大
東
保
育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し

び
き
保
育
園
、
く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■

保
育
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

（
半
日
〈
４
時
間
〉
の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳

未
満
…
２
、
６
０
０
円
～
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…
１
、
５
０
０
円
～
２
、
０
０
０

円
（
半
日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保

育
園
ま
た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

８
０
へ

▼
病
児
・
病
後
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復

期
の
子
供
を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等

の
理
由
に
よ
っ
て
家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
に
、
看
護
師
・
保
育
士
の
い
る
施

設
で
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）　

■費
１
日
２
、
０
０
０
円　

■問
本
所
子
育
て
推

進
課
☎
内
線
１
８
０
ま
た
は
同
院
☎
22
‐
３

２
９
０
へ

平
成
28
年
度
使
用 

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
展
示
会

■日
６
月
８
日
○月
～
19
日
○金　

■時
・
■場
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

…
教
育
研
修
所
（
櫛
引
庁
舎
）　

午
前
９
時

〜
午
後
９
時
30
分
…
中
央
公
民
館　

■問
学
校

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

税
６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■対
普
通
徴
収
の
方
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
の
方　

▽
今
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

で
今
年
度
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

始
ま
る
方
…
年
税
額
の
２
分
の
１
の
金
額
を

６
月
と
８
月
に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
し
、
残
り
の
２

分
の
１
の
金
額
を
、
10
月
、
12
月
及
び
来
年

２
月
に
分
け
て
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納

付
（
特
別
徴
収
）　

▽
昨
年
度
以
前
に
特
別

徴
収
が
始
ま
っ
て
い
る
方
…
４
月
、
６
月
及

び
８
月
は
昨
年
度
の
２
月
と
同
額
を
公
的
年

金
か
ら
差
引
き
（
仮
徴
収
）、
10
月
、
12
月

及
び
来
年
２
月
は
今
年
度
の
年
税
額
か
ら
仮

徴
収
し
た
分
を
引
い
た
残
額
の
３
分
の
１
ず

つ
を
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納
付
（
本
徴

収
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

平
成
27
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

■対
車
検
が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
を
口

座
振
替
で
納
付
（
６
月
１
日
に
自
動
引
き
落

と
し
）
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２

２
０

生
活

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」       

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
21
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
山
川
（
中
楯
橋
～
高
館
橋
・
今

世
橋
付
近
）、
大
戸
川
（
火
打
崎
橋
～
大
山

川
合
流
点
）】　

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
５

時
〜
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、
角
田

川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
５
時
30
分
〜
７
時
30
分
…
鶴
岡
地
域

【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～
火
打
崎

橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線
〈
矢
引
〉

～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、
降
矢
川
（
中
山
地

内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）】　

▽
午
前
６

時
〜
７
時
…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
坂
野
下

～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～
大
山
川

合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、
三
瀬

川
（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三

瀬
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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■問
本
所
総
務
課
☎
内
線
３
１
４　

■他
市
HP

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
パ
ス
ポ

ー
ト
申
請
は
、
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓

口
は
本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁

で
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
必
要
書
類
等
は
県

HP
平
成
27
年
国
勢
調
査
が
変
わ
り
ま
す

　

紙
の
調
査
票
に
加
え
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も

回
答
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
」
が
始

ま
り
ま
す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
７
０
３
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

「
里
親
さ
ん
」
に
な
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

親
の
病
気
や
様
々
な
事
情
で
養
育
環
境
に

恵
ま
れ
な
い
子
供
を
、
愛
情
と
ぬ
く
も
り
を

も
っ
て
家
庭
へ
迎
え
入
れ
、
養
育
し
て
く
だ

さ
る
里
親
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
申
請
な
ど
詳
し
く
は
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
４
１
へ
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！
偶
数
月
の
年
金
支

給
日
に
合
わ
せ
不
審
な
勧
誘
な
ど
が
集
中
！

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、
融
資
保

証
金
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
義
援
金
詐
欺

な
ど
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警

察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

被
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
！ 

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気

象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏

山
な
ど
身
の
回
り
に
危
険
な
箇
所
が
な
い
か

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
９
９

「
カ
ラ
カ
ラ
で 

蛇
口
に
飛
び
込
む 

僕
の
口
」 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
６
、
７
５
１
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
に
、
市
役
所
本
所
と
上
下
水
道
部

庁
舎
で
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

み
ん
な
で
節
水
を
実
施
し
ま
し
ょ
う 

６
月
は
環
境
月
間 

６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
は
、
電
気
や
石
油
等
の
消
費
に
伴
い
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
気
・
燃
料
の
節
約
や
、
ご
み
の
減
量
、
節

水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
等
、
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

省
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
他
】　

▽
午
前
６

時
〜
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本

橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
美
原
町
〉
～
内
川
橋

〈
宝
町
〉）、
内
川
右
岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉

～
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～

三
次
郎
橋
〈
切
添
町
〉）】、
温
海
地
域
【
五

十
川
、温
海
川
、庄
内
小
国
川
、鼠
ケ
関
川
他
】

▽
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新

内
川
右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
８
８
ま
た
は
各
建
設
事

務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
５
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

…
小
波
渡
海
岸　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ケ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
〜
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
19
日
○日　

▽
午
前
７
時
〜
８
時
…
三
瀬
海
岸　

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

市
道
の
構
造
を
変
更
す
る
場
合
は 

道
路
工
事
施
工
承
認
申
請
手
続
き
を

　

市
が
管
理
す
る
市
道
の
構
造
を
変
更
す
る

（
市
道
へ
の
出
入
り
口
の
設
置
や
歩
道
の
切

り
下
げ
等
）
場
合
は
、
道
路
法
第
24
条
に
基

づ
く
承
認
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
７
５
ま
た
は
各
建

設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）
へ　

■他
市
HP土

地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
16
地
点
）
の
適
正
な
価
格

を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条

件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
公
示
書

は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
各

建
設
事
務
室
（
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁
舎
）

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等
の
送
迎
や
、

保
護
者
の
病
気
・
急
用
の
と
き
に
子
供
を
預

か
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
育
児
の
援
助

を
頼
み
た
い
方
（
お
ね
が
い
会
員
）
と
援
助

を
し
て
く
れ
る
方
（
ま
か
せ
て
会
員
）
が
会

員
登
録
し
て
育
児
支
援
を
し
ま
す
。

　

ま
か
せ
て
会
員
は
、
特
別
な
資
格
や
経
験

が
な
く
て
も
子
供
が
大
好
き
な
方
で
あ
れ
ば

誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
ま
た
、
万
一
の
場

合
に
備
え
て
保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

■
利
用
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
か
ら

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

そ
の
他

平
成
26
年
度
審
議
会
等
の
公
開
及
び
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
運
用
状
況

▼
審
議
会
等
の
公
開
状
況   

■
審
議
会
等
の

数
・
開
催
件
数
（
一
部
公
開
ま
た
は
非
公

開
の
件
数
）　

市
長
部
局
…
64
審
議
会
等
・

96
件
（
８
件
）　

教
育
委
員
会
…
14
審
議
会

等
・
18
件
（
２
件
）　

荘
内
病
院
…
１
審
議

会
等
・
１
件
（
０
件
）

▼
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
実
施
状

況   

■
実
施
件
数
・
意
見
提
出
件
数　

市

長
部
局
…
８
件
・
10
件　

教
育
委
員
会
…
２

件
・
23
件　

荘
内
病
院
…
０
件
・
０
件
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様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。
激
し
い
腹
痛
や
血

便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
、

生
え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難

し
い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒

植
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調

理
前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や

し
び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ

て
早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
に
注
意
！

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
い
小
型
の
や

ぶ
蚊
。
白
い
筋
模
様
が
あ
り
ま
す
。

▼
生
態　

雑
木
林
や
竹
林
で
繁
殖
し
ま
す
が
、

や
ぶ
地
や
住
宅
街
に
も
生
息
し
、
昼
間
に
音

も
立
て
ず
に
人
を
襲
い
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

家
の
周
り
を
点
検
し
、

雨
水
が
た
ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
そ
う

な
も
の
を
撤
去
す
る
か
、
水
が
た
ま
ら
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
屋
外
で
の
作
業
時
は
、

長
袖
着
用
や
防
虫
用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊

か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！                 

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
に
つ
い
て

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
長
さ
約
１
㎝
で
白
っ
ぽ
い
色
。

老
熟
幼
虫
は
長
さ
約
３
㎝
で
背
と
側
面
の
コ

ブ
か
ら
白
く
長
い
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

▼
生
態　

葉
裏
に
数
百
粒
の
塊
で
卵
を
産
み
、

「
無
事
故
へ
と 

気
持
ち
集
中 

は
っ
け
よ
い
」 

６
月
７
日
～
13
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
等
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の
方
は
、
火
災
、

流
出
事
故
が
な
い
よ
う
、
期
間
中
に
自
主
保

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど
を
取
り
扱
う
際
は

流
出
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

「
地
域
力
×
女
性
力
＝
無
限
大
の
未
来
」 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本
所
で
パ
ネ
ル

等
の
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

幼
虫
は
薄
網
状
の
巣
を
作
り
群
生
し
て
食
害

し
ま
す
。
被
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
に
な
り

ま
す
が
、
成
長
す
る
と
葉
脈
も
食
べ
る
の
で

丸
坊
主
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
人
と
環
境
に
優

し
く
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。
巣
で
群
生

す
る
６
月
１
日
～
13
日
頃
と
７
月
20
日
～
８

月
12
日
頃
に
、
薄
網
状
の
巣
を
枝
ご
と
切
り

落
と
し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
巣
か

ら
出
て
し
ま
っ
た
後
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
を
設
置
し
ま
す

■日
６
月
１
日
○月
～
９
月
29
日
○火
午
前
９
時
～

午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
同
相
談
室
☎
22
‐
２
８
９
８

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

　

農
薬
に
よ
る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
使

用
す
る
際
は
マ
ス
ク
や
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
、

用
法
等
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
３
へ
。

山
林
と
そ
の
周
囲
１
㎞
の
範
囲
内
の
土
地
に 

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
市
へ
の
届
出
を

　

市
役
所
本
所
・
各
地
域
庁
舎
及
び
一
部
の

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
実
施
地
の

見
取
図
を
添
付
し
て
、
火
入
れ
実
施
の
７
日

前
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

火
入
れ
従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅
等
は
、

条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
本
所
農
山
漁
村

振
興
課
☎
内
線
５
５
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎

産
業
課
へ
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
「
食
中
毒
予
防
月
間
」
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
約
75
℃
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
熱
湯

を
か
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
に
は
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
時
期
で
す
。

▼
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ

う　

数
日
の
潜
伏
期
間
を
お
い
て
頻
回
の
水

鶴岡大山工業団地分譲のお知らせ
■問鶴岡市開発公社☎22‐9069または

本所商工課☎内線593へ

■分譲可能面積 
　15万6,000㎡（区画は地図参照）
■分譲価格
　１㎡当たり１万5,800円～１万6,700円　
■助成制度
　2,000㎡以上を取得した場合、取得価格の２分の
　１（上限３億円）を助成します（今年 4 月に助成
　率を拡大しました）。詳しくは同課へ

工業

① 1,642㎡　② 1,651㎡　③１万4,143㎡　　

④ 1 万1,462㎡　⑤ 6 万6,547㎡　⑥ 1 万220㎡

⑦ 2 万5,134㎡　⑧２万5,201㎡ …埋蔵文化財の調査中

③ ④
①

②
⑤

⑦

羽前大山駅

県
道
湯
田
川
大
山
線⑥

至国道 7 号

大
山
川

⑧

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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105

続けるために、楽しく走る

日本体育協会公認陸上競技コーチ。1982年に新日本電気（当
時）へ入社、故・佐々木功監督の下で本格的にマラソンに取
り組む。主な実績に86年ソウルアジア大会金メダル、88年
ソウルオリンピック出場など。現在は各地のレースに参加す
る傍ら、ランニング教室を行っている。帝京科学大学客員教授。
温海さくらマラソン・ゲストランナーとして来鶴。東京都出身。

浅
あ さ い

井 えり子
こ

 さん

つぼみコースで小学生と一緒に走る浅井さん（４月19日／温海温泉林業センター〈主会場〉）

　高校で友達に誘われて陸上部に入ったことが、陸
上を始めたきっかけです。私は、小さい頃からピア
ノやそろばんなどの習い事を割と器用にこなせたの
で、「陸上もなんとかなる」と気軽に考えていました。
それがなんともならなくて、むしろ部内で一番遅か
った。人生最初の挫折が走ることでした。
　社会人になり、なかなか結果を出せない時期が
ありました。「練習ではできるのに」と悩みました
が、「ここでやめたら今までが無駄になってしまう」
という悔しさが、私を支えてくれました。ですから、
1994年の名古屋国際女子マラソンで優勝したとき
はうれしかったですね。私より若い選手が出てくる
中で、プレッシャーを乗り越えることができた。「や
っと自分の走りができた」と感じました。
　今は、幅広い世代の方を対象にランニング指導を

行っています。市民ランナー
に紹介しているのが、「LSD

（Long Slow Distance）」

トレーニングです。速く走るためにはハードな練習
が必要ですが、過度な練習はけがにつながってしま
います。このトレーニングは、言わば自分の器の容
量を大きくするためのもの。「時間をかけて、ゆっ
くりと、長い距離を」走ることで、ふだん使ってい
ない筋肉や末しょう毛細血管を目覚めさせ、ハード
な練習に耐えられる体をつくることができます。
　子供たちには「走るって楽しい」と思ってもらえ
るように指導しています。遅くてもいいから、中学
生、高校生になっても続けてもらいたいです。やっ
ぱり楽しくなければ続けられないですよね。これは
どの世代の方にも共通することだと思います。マラ
ソンのいいところは、選手それぞれにドラマがあり、
みんなが主人公になれること。病気を克服して、マ
ラソンに挑戦した方などもいらっしゃいます。余り
タイムや勝負だけにこだわり過ぎず、自分なりの目
標と楽しみ方を見付けて、走ることを続けてもらえ
たらうれしいです。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

ス
プ
レ
ー
缶
の
捨
て
方
に

つ
い
て

　

ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
の
缶

を
捨
て
よ
う
と
思
い
ま

す
が
、
ま
だ
中
身
が
残
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
は
ど
の
よ
う
に
し

て
捨
て
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

必
ず
中
身
を
出
し
切
っ
て
か
ら
、

ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
等
に
は
可
燃
性
の
高
い
ガ
ス

等
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
身
を
残

し
た
ま
ま
ご
み
に
出
す
こ
と
は
、火
災
・

爆
発
事
故
の
原
因
と
な
り
、
大
変
危
険

で
す
。
本
市
に
お
い
て
も
、
ご
み
収
集

時
や
処
理
中
に
、
収
集
車
や
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
で
の
火
災
事
故
が
た
び
た
び

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
事
故
等
の
発

生
は
、
収
集
作
業
等

に
支
障
を
来
す
だ
け

で
な
く
、
作
業
員
や

周
辺
の
住
民
に
被
害

QＡ

リサイクルプラザでの火災事故
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　テクマン工業株式会社は1973年に現社長の三
浦冨博さんを含むエンジニア３人で創業した会社
です。設計開発に特化した事業を行っており、現
在も社員の８割以上が設計者。機械設備からその
制御装置まで一貫して設計開発できることが強み
で、「自動化設備」や「業務用エレベーター」、「選
別機」などが主要製品です。
   多分野の設計開発に長年取り組んできた同社が、
独自の技術を結集し完成させたのが「透明プラス
チックペレット選別機」です。透明プラスチック
ペレットとは、スマートフォンやタブレット型端
末のタッチパネル、カメラレンズなどの原料にな
る透明樹脂のこと。誤作動のない高性能の製品を
作るためには、純度の高い透明ペレットが欠かせ
ませんが、ペレットの製造過程ではどうしてもご
みなどの異物が混じってしまいます。純度の高い
ペレットと異物とを選別する作業は、目視で行わ
れていたため時間と手間が掛かり、樹脂メーカー
にとって大きな負担となっていました。
   メーカーから高速かつ高精度で異物を除去する
ペレット選別機の開発について依頼を受けた三

浦社長は、米選別機の技術
を応用することを思い付き、
山形県工業技術センターや
経済産業省の協力・支援を
受け、2001年頃から開発
に着手します。
 「専門的な知識よりも、顧
客の求めるものを創り出

す柔軟な発想とデザイン力が大事」と三浦社長。
ペレット選別機にも、手術室で用いられるような、
どの方向からも影ができないドーム型の照明や、
ペレットの中から異物を選別し、空気ではじき飛
ばすことのできる検知装置を使用するなど、独自
の技術を凝らし開発に成功しました。この開発に
は、鶴岡工業高校出身の若きエンジニアも参加。

「技術で社会に貢献する」という考えの下、創業
以来40年にわたり社員を見続けてきた三浦社長
は、鶴岡には柔軟な発想ができる有望な人材が多
いと話します。
   開発したペレット選別機は、選別作業の速さと
精度の高さが評価され、国内外の多くの樹脂メー
カーから注文を受けています。また、2013年に
ものづくり日本大賞で東北経済産業局長賞を、翌
年には新機械振興賞で中小企業庁長官賞を受賞し
ました。 　     
   同社は現在、おととし開設した東京営業所を拠
点に販路拡大に取り組み、食品や医療、化粧品な
どの分野への進出にも意欲的です。
   首都圏や海外の仕事を
獲得し、地元企業へ外部
委託することで、地元企
業と域外の企業とのパ
イプ役も果たしている
同社。三浦社長は「外貨
を呼び込むことで鶴岡
を豊かにしたい」と笑顔
で語ってくれました。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第 8 回　透明プラスチックペレット選別機　～技術で社会に貢献～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所商工課☎25‐2111内線593

社長の三浦さん

右:常務の小沼清治さん
左:ペレット選別機開発担
     当の小田あゆみさん

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
適
切

な
処
理
を
行
っ
て
か
ら
ご
み
に
出
し
、

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
中
身
を
使
い
切
る
か
、
出
し
切
っ
て

く
だ
さ
い

▼
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

　

中
身
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
噴
射

音
が
聞
こ
え
な
く
な
る
ま
で
出
し
切
っ

て
く
だ
さ
い
（
製
品
に
記
載
の
処
理
方

法
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

○
缶
を
振
っ
て
音
を
聞
き
、
空
に
な
っ

た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

○
ガ
ス
抜
き
の
た
め
の
キ
ャ
ッ
プ
が
製

品
に
装
着
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
安
全
に
ガ
ス
抜
き
を
行
え
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い

▼
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

　

操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
た
状
態
で

火
を
吹
き
消
し
て
か
ら
輪
ゴ
ム
等
で
固

定
し
、
ガ
ス
が
抜
け
切
る
ま
で
放
置
し

て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
屋
外
等
の
風
通
し
が
よ
く
、

火
の
気
が
な
い
場
所
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶
等
は
「
青
袋
」
に
入
れ

て
く
だ
さ
い

　

ス
プ
レ
ー
缶
等
は
「
金
属
・
そ
の
他
」

（
青
袋
）
の
ご
み
で
す
が
、「
も
や
す
ご

み
」（
茶
袋
）
に
入
っ
て
い
た
事
例
が

あ
り
ま
し
た
。
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、

決
め
ら
れ
た
収
集
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

〈
廃
棄
物
対
策
課
〉
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催
し

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

■日
６
月
６
日
○土
～
30
日
○火

（
６
日
○土
～
21
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
４
時
は
特
産

品
の
販
売
、
お
休
み
処
の

設
置
あ
り
。
７
日
○日
は
フ

ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
、
ば

ら
を
楽
し
む
お
茶
会
を
開
催
）　

■問
あ
つ
み

観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７

図
書
館
開
館
１
０
０
周
年
記
念
事
業 

講
演
会「
致
道
館
蔵
書
の
世
界
」

　

致
道
館
で
は
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て

書
物
を
収
集
し
て
い
た
か
。
蔵
書
構
成
か
ら

見
え
て
く
る
致
道
館
教
育
に
つ
い
て
の
講
演

で
す
。

■日
６
月
７
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
髙
橋

智
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
教
授
）　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

鶴
岡
北
高
校
音
楽
部 

定
期
演
奏
会

■日
６
月
７
日
○日
午
後
６
時　

■費
大
人
…
３
０

０
円　

高
校
生
以
下
…
１
０
０
円
（
当
日
券

あ
り
）　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
２
２
６
２

固
雪
の
六
十
里
越
街
道
と　

旬
の
山
菜
料
理
を
楽
し
む
会

■日
６
月
９
日
○火
午
前
８
時
15
分
～
午
後
４
時

30
分
（
米
の
粉
の
滝
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
集
合
）　

■場
田
麦
俣
→
細
越
峠
（
昼
食
）
→
湯
殿
山
参

籠
所　

■定
先
着
25
人（
最
少
催
行
人
数
10
人
）　

■費
４
、
５
０
０
円　

■申
６
月
６
日
○土
ま
で
あ

さ
ひ
む
ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

「
つ
る
と
ガ
ラ
ス
の
ぬ
り
絵

の
出
逢
い
」
展

■日
６
月
９
日
○火
～
14
日
○日
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

■場
・　

■問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
庄
内
教
室
☎
25
‐

８
１
８
１

ピ
ン
ク
リ
ボ
ンTsuruoka

講
演
会

■日
６
月
11
日
○木
午
後
７
時　

■場
す
こ
や
か
レ

デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク　

■内
・
■師「
マ
マ
の

お
っ
ぱ
い
～
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
」
瀬
尾

美
穂
氏
（
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

■申
ピ
ン
ク
リ
ボ
ンTsuruoka

事
務
局

松
ヶ
岡
本
陣
で
の
梅
収
穫
・　
　
　
　
　

梅
酒
づ
く
り
体
験

■日
６
月
13
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
１
時
（
松

ヶ
岡
開
墾
場
駐
車
場
集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■費
２
、
０
０
０
円
（
お
土
産
・
昼
食
代
等
）　

■申
松
ヶ
岡
産
業
㈱
☎
64
‐
１
３
３
１　

■他
梅

販
売
あ
り

な
で
し
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン 

煌
け
！H

appiness

チ
ャ
ー
ジ

■日
６
月
13
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

■場

Space

オ
オ
キ
ナ
キ　

■対
子
育
て
を
し
て
い

る
女
性
等　

■内
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
、
布
ナ
プ

キ
ン
作
り
等

写
真
家 

斎
藤
政
広
氏
と
歩
く
「
六
十

里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
撮
影
会
」

■日
６
月
14
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
蟻
腰
坂
→
独

鈷
清
水
→
月
山
展
望
台　

■定
20
人　

■費
３
、

５
０
０
円　

■持
昼
食
、
カ
メ
ラ
等　

■申
６
月

11
日
○木
ま
で
同
館
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

ポ
ス
ト
Ｄ
Ｃ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆　
　

し
ゃ
り
ん
道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
14
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
夏
イ
カ
焼
き
無
料
提
供
（
先
着

３
０
０
人
）、イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

鶴
岡
市
合
併
・
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業 

い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト 

森
と
水
そ
し
て
月
光
の
し
ら
べ

■日
６
月
14
日
○日　

■時
・
■内
①
午
前
10
時
…
森

林
文
化
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
太
下
義
之
氏

〈
鶴
岡
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
〉
に
よ
る
基
調

講
演
）　

②
11
時
30
分
…
森
の
め
ぐ
み
を
味

わ
う
会
（
■定
先
着
１
５
０
人
〈
要
申
込
み
〉　

■費
２
、
０
０
０
円
）　

③
午
後
０
時
20
分
…

爆
笑
寄
席
（
笑
福
亭
笑
助
氏
〈
東
北
住
み
ま

す
落
語
家
〉）　

④
１
時
…
い
の
ち
の
コ
ン
サ

ー
ト
（
高
橋
麻
子
氏
〈
ピ
ア
ノ
〉、
中
村
ゆ

か
り
氏〈
バ
イ
オ
リ
ン
〉、地
元
音
楽
団
体
等
）　

■場
①
・
②
・
③
…
朝
日
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

④
…
旧
朝
日
大
泉
小　

■問
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
森
と
水
」☎
０
９
０
‐
９
７
４
２
‐

７
４
４
０

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
２
０
１
５

鶴
岡
室
内
合
奏
団 

弦
楽
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
14
日
○日
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
天
主
堂　

■
出
演　

渡
辺
啓
三
氏

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ビ
オ
ラ
奏
者
）　

■費
１
、

０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■申
鶴
岡

楽
器
㈱
☎
22
‐
１
３
１
０

H
eart  Art

展

■日
６
月
19
日
○金
・
20
日
○土
午
前
10
時
～
午
後

６
時
30
分
（
20
日
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
５
０
０
円　

■問
合
同
会
社H

appyPlace

致
道
博
物
館　
　
　
　
　
　
　

版
画
家
小
松
章
三
展

■日
６
月
20
日
○土
～
７
月
16
日
○木
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

学
生

…
３
８
０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111
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耕
す
者
た
ち
へ
の
大
鳥
音
楽
祭

■日
６
月
20
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■場
大
鳥
自

然
の
家　

■
出
演　

礒
見
博
ト
リ
オ
＋
１
、

天
田
透
氏
、
Ｓ
Ｂ
Ａ
Ｌ
、
イ
ナ
プ
ラ
ネ
チ
ャ

ー
ニ
ン　

■費
前
売
り
券
…
３
、０
０
０
円（
地

元
産
そ
ば
付
き
。
限
定
40
枚
）　

当
日
券
…

大
人
3
、
０
０
０
円
、
高
校
生
１
、
０
０
０

円
、中
学
生
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）　

■問
大
鳥
音
楽
祭
雲
の
下
教
室

　
　
　
　
　
　
　

■他
飲
食
物
持
込
み
可
、
宿

泊
可
（
別
途
料
金
）

藤
沢
周
平
記
念
館 

館
内
朗
読
会
―「
負
の
ロ
マ
ン
」

■日
①
６
月
20
日
○土　

②
７
月
25
日
○土

■時
午
後
４
時
30
分　

■定
各
日
先
着
30
人　

■内
①『
溟
い
海
』

②『
黒
い
繩
』　

■

朗
読　

劇
団
麦
の

会　

■
入
館
料

大
人
…
３
２
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）　

■場
・
■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０

豊
か
な
自
然
を
感
じ
な
が
ら
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
in
鶴
岡

■日
６
月
21
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時
（
湯

野
浜
小
集
合
）　

■場
庄
内
浜
と
大
砂
丘
の
松

林
コ
ー
ス
（
８
㎞
・
３
㎞
）　

■費
大
人
…
１
、

０
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■

特
典　

特
製
ピ
ン
バ
ッ
チ
進
呈
、
公
認
指
導

員
に
よ
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
（
初
心

者
向
け
。
要
予
約
）　

■持
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ポ

ー
ル
（
レ
ン
タ
ル
は
要
予
約
）、
軽
食
、
お

わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月
15
日
○月
ま
で
ス
ポ
ー

ツ
課
内
大
会
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

摩
耶
山
山
開
き
登
山

■日
６
月
21
日
○日
午
前
６
時
30
分
～
午
後
３
時

（
倉
沢
集
落
公
民
館
そ
ば
摩
耶
山
神
社
集
合
）　

■内
山
開
き
神
事
、
登
山　

■持
昼
食
等　

■問
朝

日
庁
舎
産
業
課
☎
内
線
３
４
２　

■他
下
山
後

に
直な
お
ら
い会
あ
り
（
■費
１
、
０
０
０
円
）

う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・
イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
21
日
○日
午
前
９
時
15
分
～
午
後
２
時　

■場
鼠
ケ
関
弁
天
島
前
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
念
珠
関
辨
天
太

鼓
演
打
、
特
産
品
抽
せ
ん
会
あ
り

～
至
宝
が
語
る
お
山
の
歴
史
～
修
験
の
山
・

羽
黒
山　

知
ら
れ
ざ
る
信
仰
の
証
展

　

門
前
町
・
手
向
地
区
を
中
心
に
、
修
験
の

山
・
羽
黒
山
で
守
り
抜
か
れ
て
き
た
文
化
財

か
ら
そ
の
信
仰
・
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

■日
６
月
24
日
○水
～
11
月
23
日
○月
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高

校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生

…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念
館

☎
62
‐
４
７
２
７

ぐ
る
っ
と
庄
内
探
訪
「
そ
ば
打
ち
体
験
と　

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
を
楽
し
む
」
バ
ス
ツ
ア
ー

■日
６
月
26
日
○金
午
前
８
時
～
午
後
４
時
（
酒

田
駅
前
発
、
鶴
岡
公
園
を
経
由
）　

■対
庄
内

地
方
に
在
住
の
方
25
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
）　

■内
月
山
ダ
ム
見
学
、
宝
谷
の

そ
ば
打
ち
体
験
と
昼
食
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

等　

■費
２
、
０
０
０
円　

■申
６
月
15
日
○月
ま

で
庄
内
広
域
行
政
事
務
所
☎
66
‐
４
１
４
１

へ　

■他
３
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
も

可
講
演
会
「
名
君
は
作
ら
れ
る
～

米
沢
藩
主
上
杉
鷹
山
の
場
合
～
」

■日
６
月
27
日
○土
午
後
２
時　

■場
公
益
大
大
学

院　

■師
川
越
泰
博
氏
（
中
央
大
学
文
学
部
教

授
）　

■問
中
央
大
学
学
員
会
山
形
庄
内
支
部

庄
内
整
形
外
科
医
会　

特
別
講
演  

「
音
楽
家
の
手
の
障
害
」

■日
６
月
27
日
○土
午
後
５
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■師
根
本
孝
一
氏
（
防
衛
医
科
大

学
整
形
外
科
教
授
）　

■申
黒
羽
根
整
形
外
科

☎
24
‐
９
６
８
０

淡
井
会　

民
謡
お
さ
ら
い
会

■日
６
月
28
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
朝
日
中

央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
７
月
５
日
○日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
〈
に
こ
♥

ふ
る
〉

集
合
）　

■定
先
着
20
人　

■内
つ
る
お
か
森
の

散
歩
道
20
選
「
温
海
嶽
」
の
ブ
ナ
林
散
策
等　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

大
学
生
…
２
５
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食　

■申
６
月
26

日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８
６

へ　

■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
内
容
を
変
更

す
る
場
合
あ
り

障
害
を
理
解
す
る
た
め
の
研
修
会

東
田
直
樹
氏
講
演
会

■日
７
月
11
日
○土
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館

■定
先
着
４
５
０
人（
整
理
券
が
必
要
で
す
）　

■内「
自
閉
症
の
僕
が
跳
び
跳
ね
る
理
由
」
東

田
直
樹
氏
（
作
家
）、「
我
が
子
の
可
能
性
を

信
じ
る
子
育
て
」
東
田
美
紀
氏
（
直
樹
氏
母
）

■
整
理
券　

６
月
８
日
○月
か
ら
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役
所
本
所
福
祉
課
・

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
で
配
布（
１
人
２

枚
ま
で
）　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
７
９

４　
　庄

内
酒
ま
つ
り
２
０
１
５
＆
鶴
岡

ふ
う
ど
（
食
×
風
土
）
駅
ス
ポ

■日
７
月
18
日
○土
午
後

２
時
～
７
時　

■場
Ｊ

Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉

庫
、
マ
リ
カ
西
館
周

辺　

■費
前
売
り
券
…

２
、
０
０
０
円　

当

日
券
…
２
、
５
０
０
円　

■問
本
所
食
文
化
推

進
室
内「
同
ま
つ
り
２
０
１
５
実
行
委
員
会
」

事
務
局
☎
内
線
５
２
8　

■他
マ
リ
カ
西
館
周

辺
の
道
路
が
一
部
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
前
売

り
券
の
取
扱
い
等
は
HP

日
本
棋
院
鶴
岡
支
部　
　
　
　
　
　

大
人
・
子
ど
も
囲
碁
入
門
教
室

■日
毎
週
土
曜
日
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
囲
碁
ク

ラ
ブ　

■費
大
人
…
３
、０
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
１
、５
０
０
円　

■問
同
支
部

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
６
月
８
日
○月
午
後
７
時

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
５
日
○金
午
後
７
時
、
10
日
○水
午
後
７
時
、

11
日
○木
午
後
２
時
、
17
日
○水
午
後
２
時
・
７

時
、
25
日
○木
午
後
２
時
、
26
日
○金
午
後
７
時
、

30
日
○火
午
後
２
時
、
７
月
３
日
○金
午
後
７
時　

（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日
６
月

19
日
○金
、
７
月
１
日
○水
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
11
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
６
月
５
日
○金
午
後
７
時
、
９
日

○火
午
後
２
時
30
分
、
19
日
○金
午
後
７
時
、
23

日
○火
午
後
２
時
30
分

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円　
　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

鶴
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会 

会
員
募
集

■対
高
校
生
以
上
の
方
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
普
及
指
導
企
画
に
興
味
の
あ
る
方
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い

る
方
、
学
校
・
地
域
・
施
設
等
で
指
導
の
機
会

が
あ
る
方
等　

■申
同
協
会
☎
25
‐
８
１
３
１

健
康
元
気
塾　
　
　
　
　
　

「
心
も
体
も
ぴ
ん
し
ゃ
ん
生
活
」

■日
６
月
18
日
○木　

■場
出
羽
商
工
会
大
山
支
所　

■時
・
■内
・
■師
①
午
後
１
時
30
分
…「
知
っ
て

お
き
た
い
認
知
症
の
話
」
清
水
義
人
氏
（
鶴

岡
病
院
看
護
師
長
）　

②
２
時
30
分
…「
実
は

よ
く
な
る
腰
痛
・
膝
痛
」
菊
地
伸
氏　

③
３

時
30
分
…「
足
腰
ぴ
ん
し
ゃ
ん
簡
単
筋
ト
レ
」

伊
藤
祐
輔
氏　

■費
各
５
０
０
円　

■申
６
月
13

日
○土
ま
で
パ
ワ
ー
ゲ
ー
ト
☎
33
‐
８
６
２
９

へ
ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会

「
ぷ
ち
た
み
」

■日
６
月
20
日
○土
午
前
10
時　

■場
荘
内
病
院

■対
ス
ト
ー
マ
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
講
話

「
納
得
！
解
決
！
自
宅
で
で
き
る
感
染
予
防
」

若
松
由
紀
子
（
同
院
感
染
管
理
認
定
看
護

師
）、
相
談
、
茶
話
会　

■申
６
月
17
日
○水
ま

で
同
院
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
26

‐
５
１
８
０
へ

ほ
っ
と
広
場

　

同
じ
境
遇
の
仲
間
が
集
い
語
り
合
う
場
の

提
供
と
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
通
じ

て
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

■日
６
月
20
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内
朗
読

（
わ
ら
し
べ
の
会
）、
茶
話
会  

■申
同
院
緩
和

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
26
‐
５
１
８
０

認
知
症
で
も
穏
や
か
な
日
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

■日
６
月
25
日
○木
午
前
10
時　

■対
認
知
症
の
方

と
そ
の
家
族　

■内
認
知
症
ミ
ニ
講
話
、
情
報

交
換
、
介
護
者
交
流　

■場
・
■申
６
月
23
日
○火

ま
で
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
29
‐
４
１
８

０
へ

慶
應
義
塾
大
学 

か
ら
だ
館
健
康
大
学　
　

認
知
症
こ
れ
だ
け
知
っ
と
き
ゃ
こ
わ
く
な
い

■日
・
■場
・
■師
講
義
編
…
６
月
25
日
○木
午
後
１

時
30
分
・
鶴
岡
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
佐
藤

健
一
氏
〈
山
形
県
作
業
療
法
士
会
会
長
〉）　

調
理
編
…
30
日
○火
午
前
10
時
・
女
性
セ
ン
タ

ー
（
茨
木
清
子
氏
〈
管
理
栄
養
士
〉）　

■定
16

人　

■費
５
０
０
円
（
全
２
回
分
）　

■申
同
館

☎
29
‐
０
８
０
６

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
歩
く　

■日
６
月
27
日

○土
午
前
8
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所

発
。
櫛
引
庁
舎
発
は
午
前
８
時
45
分
〈
い
ず

れ
も
要
予
約
〉）　

■場
西
片
屋
東
南
地
域
内

（
約
８
㎞
）　

■費
１
、
０
０
０
円
（
現
地
集
合

〈
午
前
９
時
・
櫛
引
南
小
〉
の
場
合
は
９
０

０
円
）　

■申
６
月
12
日
○金
～
22
日
○月

▼
信
仰
の
歴
史
を
語
る
荒
倉
山
か
ら
由
良
へ　

■日
７
月
５
日
○日
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所
本

所
集
合
）　

■場
上
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
→
荒
倉
山
→
由
良
→
白
山
島
→
由
良
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■費
１
、
０
０
０
円　
　

■申
６
月
23
日
○火
～
29
日
○月　

■他
現
地
集
合
不

可
。
全
員
バ
ス
利
用

▼
共
通　

■定
先
着
１
０
０
人　

■持
軽
食
、
コ

ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１　

■他
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
対
象
事
業
。

市
HP鶴

岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
（
夏
コ
ー
ス
）　

■日

７
月
４
日
～
９
月
19
日
の
土
曜
日
午
後
７
時

（
全
９
回
）　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■対

小
学
３
年
生
～
大
人
20
人　

■費
中
学
生
以
上

…
７
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
５
、
０
０
０

円　

■持
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
し
あ
り
）
等　

■申

６
月
30
日
○火
ま
で

▼Let’s

器
械
体
操
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス　

■日
毎
週
土
曜
日
午
後
５
時
30
分　

■場
朝
暘
武

道
館　

■対
小
学
生
以
上　

■費
月
額
２
、
０
０

０
円
（
別
途
登
録
費
１
、
０
０
０
円
）

▼
共
通　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

モ
ー
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■日
・
■場
土
曜
〜
月
曜
日
、
祝
日
…
西
工
業
団

地
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

火
曜
〜
金
曜
日
…
小
真

木
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

■時
午
前
６
時　

■対
社

会
人　

■費
年
額
５
、
５
０
０
円

鶴
東
空
心
会
空
手
道　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

■日
毎
週
火
曜
・
木
曜
日
午
後
６
時
30
分　

■場

朝
暘
二
小　

■対
年
長
児
～
中
学
生　

■費
月
額

３
、
０
０
０
円　

■他
会
場
で
見
学
及
び
体
験
入
会
を
随
時
受
付

一
般
財
団
法
人
鶴
岡
水
泳　

育
成
協
会　

受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
７
月
４
日
・

11
日
・
18
日
・
25
日
、
８
月
１
日
・
22
日
・

29
日
、
９
月
５
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
45

分
（
全
８
回
）　

■対
年
長
児
～
小
学
２
年
生　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
７
月
18
日
・
25
日
、

８
月
１
日
・
８
日
・
22
日
の
土
曜
日
午
前

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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11
時
（
全
５
回
）　

■対
１
歳
～
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者
（
１
歳
未
満
の
子
供
は
要
相
談
）　

■費
５
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎

22
‐
０
０
７
４　

■他
同
協
会
HP

く
し
び
き
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交

流
大
会　

参
加
チ
ー
ム
募
集

■日
７
月
19
日
○日
午

後
１
時　

■場
櫛
引

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー　

■
チ
ー
ム
編

成　

大
人
…
３
人

小
学
生
…
６
人　

■
試
合　

メ
ジ
ャ

ー
競
技
６
イ
ニ
ン

グ
制　

■費
１
チ
ー
ム
１
、
０
０
０
円　

■申
７

月
３
日
○金
ま
で
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
57
‐
４
３
１
１
へ

子
育
て
・
子
供
向
け

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
公
開

■日
６
月
10
日
○水
午
前
10
時　

■対
特
別
支
援
教

育
や
同
校
教
育
に
関
心
が
あ
る
方
、
障
害
者

雇
用
を
考
え
て
い
る
事
業
所
の
方
、
地
域
の

方
等　

■内
施
設
見
学
、
授
業
参
観　

■問
同
校

☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
HP

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

「
乳
歯
を
大
切
に
」

■日
６
月
11
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■師
澤
田
正

佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
同
ル
ー
ム

☎
24
‐
５
６
３
５

戦
闘
中 

南
部
児
童
館
バ
ー
ジ
ョ
ン

■日
６
月
13
日
○土
午
後
2
時　

■場
朝
暘
一
小　

■内
鬼
ご
っ
こ
と
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル　

■申
同
館
☎

64
‐
１
９
０
０
（
６
月
５
日
○金
ま
で
申
し
込

む
と
特
典
あ
り
。
当
日
参
加
可
）

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
パ
パ
と
一
緒
に
３
Ｂ
体
操
で
遊
ぼ
う
～
マ

マ
は
別
室
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
・
エ
ア
ロ

ビ
＆
ス
ロ
ー
ス
ト
レ
ッ
チ
～　

■日
６
月
14
日

○日
午
前
10
時　

■対
２
歳
・
３
歳
く
ら
い
の
子

供
と
そ
の
保
護
者
先
着
25
組　

■師
五
十
嵐
き

み
子
氏
（
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
）

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
６
月
16
日
○火

午
前
10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
27
年
１

月
・
２
月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
赤
ち

ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
６
月
12
日
○金
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
６
月
18
日
○木
午
前

10
時　

■対
市
内
在
住
で
平
成
26
年
６
月
～
12

月
生
ま
れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内

お
も
ち
ゃ
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い

遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
６
月
15
日
○月
ま

で▼
転
入
者
の
た
め
の
子
育
て
案
内
講
座　

■日

７
月
２
日
○木
午
前
10
時　

■対
未
就
学
児
が
い

る
転
入
家
庭
の
親
子
先
着
10
組　

■内
子
育
て

情
報
の
紹
介　

■申
６
月
30
日
○火
ま
で　

■他
託

児
あ
り

▼
共
通　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に

こ
♥

ふ
る
）　

■申
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
23
日
○火
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
子
供
の
保
護
者
、
特
別
支

援
学
校
に
関
心
の
あ
る
教
育
・
福
祉
・
医
療

機
関
等
関
係
者　

■内
施
設
見
学
、
授
業
参
観　

■申
６
月
９
日
○火
ま
で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

へ
中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ま
ゆ
玉
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
よ
う
♪
～
鶴

岡
シ
ル
ク
の
魅
力
を
満
喫
～　

■日
６
月
20
日

○土
午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
先
着
30
人
（
小
学
生
の
み
の
参
加
も

可
）　

■師
石
堂
佳
美
氏
（
く
ら
ふ
と
松
ヶ
岡

こ
ぅ
で
ら
い
ね
）　

■費
２
０
０
円　

■申
６
月

13
日
○土
ま
で

▼
夏
ま
っ
し
ぐ
ら
♪
流
し
そ
う
め
ん
で
涼
を

感
じ
よ
う　

箸
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す　

■日

６
月
28
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
同
館　

■対

小
学
生
先
着
25
人　

■費
１
５
０
円　

■申
６
月

８
日
○月
～
21
日
○日

▼
森
の
ご
っ
つ
お
！
「
な
め
こ
de
食
育
!!
」

■日
①
７
月
４
日
○土
、
②
10
月
25
日
○日
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
同
館
集
合
。
全
２
回
）　

■場
タ
キ
タ
ロ
ウ
館
等　

■対
小
学
生
20
人
（
申

込
み
多
数
の
場
合
は
選
考
）　

■内
①
駒
打
ち

体
験
、
森
林
散
策
、
川
遊
び
等　

②
収
穫
、

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
等　

■費
①
１
０
０
円　

②
２
５
０
円　

■申
６
月
19
日
○金
ま
で

▼
こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん　

■日
７
月
５
日

○日
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
中
学
生
・
高
校

生
15
人　

■内
命
の
学
び
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

母
親
と
の
触
れ
合
い
交
流　

■申
６
月
８
日
○月

～
29
日
○月

▼
命
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
「
赤
ち
ゃ

ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集　

■日
７
月
５
日
○日

午
前
10
時
50
分　

■場
同
館　

■対
生
後
12
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内

中
学
生
・
高
校
生
と
の
触
れ
合
い
交
流　

■申

６
月
８
日
○月
～
29
日
○月

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

子
ど
も
育
成
合
同
研
修
会

■日
７
月
４
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■対
小
・
中

学
生
、
高
校
生
と
そ
の
保
護
者　

■内
講
演

「
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
考

え
る
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー
ト
」
田
中
由
起
氏　

■場
・
■申
櫛
引
公
民
館
☎
57
‐
５
６
７
０

に
こ
に
こ
相
談
（
就
学
相
談
）

　

心
身
の
障
害

や
発
達
の
遅
れ

が
み
ら
れ
る
お

子
さ
ん
の
就
学

に
つ
い
て
教
育

関
係
者
が
相
談

を
受
け
ま
す
。　

■日
７
月
31
日
○金　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■対
心

身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る
就
学

前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者　

■申
７
月
７

日
○火
ま
で
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎

57
‐
４
８
６
４
へ

未
就
園
児
対
象
の
幼
稚
園
開
放
事
業

▼
城
南
幼
稚
園
☎
24
‐
７
１
６
４　

わ
く
わ

く
♥
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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▼
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７　

オ
ー
プ

ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ
ビ

ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
あ
そ
び

の
会
…
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

お
ひ
さ

ま
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ

の
会
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん

ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
～
11
時

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
共
通　

■他
各
お
遊
び
会
は
月
に
１
～
５
回

開
催
。
期
日
・
内
容
等
、
詳
し
く
は
各
園
へ

施
設
の
催
し
等

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
桑
の
木
台
湿
原
観
察
会　

■日
６
月
10
日
○水

午
前
７
時
～
午
後
４
時
（
庄
内
総
合
支
庁

集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■費
１
、
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
８
日
○月
ま
で

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト

５　

■日
６
月
13
日
○土
午
前
７
時
～
午
後
３
時

（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
八
合
目
周
辺　

■定
先
着
25
人　

■費
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
11
日
○木
ま
で

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
６

（
高
山
植
物
観
察
あ
り
）　

■日
６
月
26
日
○金
午

前
８
時
～
27
日
○土
午
後
３
時
30
分
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
。
１
泊
２
日
〈
３
食
付
き
〉）　

■場

月
山
八
合
目
→
月
山

山
頂　

■定
先
着
20
人　

■費
８
、
５
０
０
円
（
山

小
屋
宿
泊
代
等
）　

■持

昼
食
等　

■申
６
月
23

日
○火
ま
で

▼
早
春
弥
陀
ヶ
原
湿
原
観
察
会　

■日
６
月
28

日
○日
午
前
８
時
～
午
後
２
時
（
同
セ
ン
タ
ー

集
合
）　

■定
先
着
25
人　

■費
５
０
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
６
月
23
日
○火
ま
で

▼
ホ
タ
ル
観
察
会
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

■日
７
月
４
日
○土
午
後
７
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■場
影
身
沢

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１　

創
造
の
森
交
流
館

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
「
新
緑
と
野
鳥
の
声
」　

■日
６
月
13
日
○土
午
前
10
時
（
同
館
集
合
）　

■場
玉
川
堤
（
３
～
５
㎞
）　

■申
６
月
８
日
○月

ま
で　

■他
当
日
参
加
可

▼
無
添
加
ハ
ー
ブ
石
け
ん
手
作
り
体
験　

■日

６
月
20
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定

先
着
25
人　

■費
３
０
０
円

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
ほ
と
り
あ
自
由
研
究
相
談
会　

■日
①
６
月

13
日
○土　

②
27
日
○土　

■時
午
後
１
時　

■定
各

回
５
家
族
程
度　

■申
①
６
月
10
日
○水
ま
で　

②
24
日
○水
ま
で

▼
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作

品
巡
回
展
示　

■日
６
月
20
日
○土
～
７
月
６
日

○月▼
自
然
観
察
会
「
ホ
タ
ル
観
察
会
」　

■日
６

月
27
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■定
20
人　

■費
５

０
０
円　

■持
懐
中
電
灯
等　

■申
６
月
25
日
○木

ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
・
ク
サ
ギ
カ
メ
ム
シ
の

生
活
史　

■日
７
月
10
日
○金
午
後
７
時　

■定
30

人　

■師
舟
山
健
氏
（
秋
田
県
果
樹
試
験
場

生
産
技
術
部
主
任
研
究
員
）　

■費
５
０
０
円　

■持
カ
ッ
プ

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
４
日
○木
・
11
日
○木
・

18
日
○木
・
25
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■師
舩
見

敬
造
氏

▼
編
物
サ
ー
ク
ル　

■日
６
月
５
日
○金
・
９
日

○火
・
16
日
○火
・
19
日
○金
・
23
日
○火
午
前
10
時

▼
絵
て
が
み　

■日
６
月
10
日
○水
午
前
10
時

▼
ヨ
ー
ガ　

■日
６
月
16
日
○火
午
後
１
時
30
分

▼
芸
能
の
つ
ど
い　

■日
６
月
30
日
○火
午
前
９

時
30
分
～
午
後
３
時　

■費
６
０
０
円　

■申
６

月
19
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６講

座
・
講
習
会

女
性
の
た
め
の 

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
講
座

▼
Ｄ
Ｖ
・
ト
ラ
ウ
マ
を
理
解
す
る　

■日
６
月

７
日
○日　

▼
自
分
の
感
情
と
う
ま
く
つ
き
あ
う　

■日
８

月
30
日
○日　

▼
グ
リ
ー
フ
ケ
ア　

■日
10
月
25
日
○日

▼
育
っ
た
環
境
・
子
ど
も
へ
の
暴
力
の
影
響

■日
12
月
13
日
○日

▼
自
尊
心　

■日
来
年
２
月
14
日
○日

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン　

■日
３
月
13
日
○日

▼
共
通　

■時
午
前
10
時　

■場
公
益
大（
酒
田

市
）　

■対
高
校
生
以
上
の
女
性
各
回
20
人　

■費
各
回
５
０
０
円　

■問
庄
内
ち
ぇ
り
あ

鶴
岡
致
道
大
学

　

庄
内
藩
校
致
道
館
の
教
育
は
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
自
発
性
を
尊
重
し
、
自
学
自
修

を
重
視
す
る
も
の
で
し
た
。
鶴
岡
総
合
研
究

所
は
、
こ
の
致
道
館
の
教
育
精
神
を
引
き
継

ぎ
、
創
造
的
に
学
ぶ
場
と
し
て
「
鶴
岡
致
道

大
学
」
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

  「
旅
す
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と
」
を
全
体
テ

ー
マ
に
、
人
間
の
身
体
性
の
機
能
の
1
つ
で

あ
る
移
動
す
る
こ
と
、
渡
り
歩
く
こ
と
、
旅

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
ま
す
。

▼
第
１
講
「
司
馬
遼
太
郎
の
東
北
紀
行
」（
公

開
講
座
）　

■日
６
月
20
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■師
赤
坂
憲
雄
氏
（
学
習
院
大
学
教
授
）　　

▼
第
２
講
「
六
十
里
越
街
道
の
過
去
と
今
、

そ
し
て
未
来
」　

■日
７
月
17
日
○金
午
後
６
時

45
分　

■師
奥
山
武
彦
氏
（
山
形
大
学
教
授
）、

小
野
寺
良
寛
氏
・
茂
木
征
一
氏
（
ア
ル
ゴ
デ

ィ
ア
研
究
会
副
会
長
）

▼
第
３
講
「
庄
内
を
旅
の
目
的
地
へ
」　

■日

８
月
６
日
○木
午
後
６
時
45
分　

■師
小
林
好
雄

氏
（
㈱
出
羽
庄
内
地
域
デ
ザ
イ
ン
取
締
役
社

長
）

▼
第
４
講
「
旅
す
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と
」

（
公
開
講
座
）　

■日
９
月
19
日
○土
午
後
2
時
30

分　

■師
池
澤
夏
樹
氏（
北
海
道
文
学
館
館
長
）

▼
特
別
講
座
「
私
達
の
健
康
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
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ィ
」　

■日
10
月
１
日
○木
午
後
６
時
45
分　

■師

秋
山
美
紀
氏
（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

▼
第
５
講
「
渡
り
を
す
る
生
き
も
の
た
ち
～

移
動
と
変
容
～
」　

■日
10
月
21
日
○水
午
後
６

時
45
分　

■師
梨
木
香
歩
氏
（
作
家
）

▼
第
６
講
「
ア
ラ
ス
カ
の
自
然
と
生
命
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
」　

■日
11
月
13
日
○金
午
後

６
時
45
分　

■師
星
野
直
子
氏
（
写
真
家
故
・

星
野
道
夫
氏
の
妻
）　

▼
共
通　

■対
年
間
を
通
し
て
受
講
可
能
な
方

先
着
１
０
０
人　

■費
大
人
…
年
額
４
、
０
０

０
円　

学
生
…
年
額
２
、
０
０
０
円　

■申
６

月
19
日
○金
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
同
研

究
所
」
事
務
局
☎
内
線
５
２
２
へ

中
央
公
民
館　
　
　
　
　
　
　
　

超
初
心
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

■日
①
６
月
16
日
○火
・
23
日
○火　

②
７
月
８
日

○水
・
15
日
○水
午
前
10
時（
全
２
回
）　

■定
①
②

各
先
着
10
人　

■費
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

６
月
５
日
○金
ま
で
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

障
害
の
あ
る
方
の
料
理
教
室

■日
６
月
27
日
○土
午
前
10
時
20
分
～
午
後
２
時　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
障
害
の
あ
る
方
で
安
全
に
包
丁
が
使
え
る

方
先
着
15
人　

■内
カ
レ
ー
う
ど
ん
等　

■費
５

０
０
円　

■申
６
月
19
日
○金
ま
で
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
９
４
へ　

■他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

出
羽
庄
内
国
際
村
せ
か
い
の
台
所 　

台
湾
料
理
～
雅
萍
さ
ん
の
台
所
～

■日
６
月
28
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

■定

10
人　

■師
王
雅
萍
氏
（
台
湾
出
身
）　

■費
２
、

０
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
６
日
○土
か
ら
同
館

☎
25
‐
３
６
０
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
古
布
で
布
ぞ
う
り
づ
く
り　

■日
７
月
５
日

○日
午
後
１
時
30
分　

■師
太
田
金
子
氏（
手
づ

く
り
工
房
か
た
か
ご
主
宰
）　

■費
８
０
０
円　

■持
綿
素
材
の
古
布　

■申
６
月
４
日
○木
～
25
日

○木▼
彫
っ
て
削
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
の
皿
を

作
ろ
う　

■日
７
月
10
日
～
31
日
の
毎
週
金
曜

日
午
後
７
時
（
全
４
回
）　

■師
佐
野
正
裕
氏

（
木
工
）　

■費
４
、
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、

革
手
袋
、
デ
ザ
イ
ン
画　

■申
６
月
４
日
○木
～

30
日
○火

▼
共
通　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修　

■日
７
月
７
日
○火
・

８
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
全
２
回
）

■定
25
人　

■費
１
万
２
、
０
０
０
円

▼
品
質
管
理
基
礎
講
座　

■日
７
月
14
日
○火　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20
人　

■費
４
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

緑
地
管
理
補
助
員
講
習
会

■日
７
月
15
日
○水
～
24
日
○金（
全
７
回
）　

■場
市

内　

■対
55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
求
職
者
15
人　

■内
せ
ん
定
、

刈
払
機
資
格
取
得
等　

■申
７
月
１
日
○水
ま
で

山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
連
合
会
☎
０
２
３
‐

６
２
６
‐
３
５
６
６
へ

狩
猟
免
許
講
習
会
・
試
験

▼
初
心
者
講
習
会　

■日
７
月
19
日
○日　

■費
４
、

０
０
０
円　

■申
７
月
13
日
○月
ま
で
山
形
県
猟

友
会
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
０
３
８
２
へ

▼
試
験　

■日
8
月
21
日
○金　

■申
7
月
21
日
○火

～
８
月
７
日
○金
に
山
形
県
み
ど
り
自
然
課
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
３
０
８
４
へ　

■他
第
一

種
銃
猟
免
許
を
取
得
す
る
方
へ
の
補
助
制
度

あ
り
（
■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
２
）

消
防
設
備
士
試
験
受
験
準
備
講
習

■日
８
月
４
日
○火
　
■
種
別　

第
１
・
第
４
・

第
６
類　

■場
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形

市
）　

■申
６
月
29
日
○月
～
７
月
17
日
○金
に
山

形
県
消
防
設
備
協
会
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐

８
４
７
７
へ　

■他
HP
。
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

介
護
職
員
初
任
者
研
修

■日
６
月
15
日
○月
～
８
月
21
日
○金
午
後
６
時　

■場
虹
の
家
こ
こ
ろ　

■定
20
人　

■費
８
万
３
、

０
０
０
円　

■申
庄
内
ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

「
虹
」
☎
24
‐
５
３
２
１　

■他
HP

庄
内
総
合
支
庁　
　
　
　
　
　
　

「
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
」

　

庄
内
総
合
支
庁
で
は
職
員
出
前
講
座
と
し

て
「
地
域
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
職
員
が
講
師
と
な
り
地
域
の
集
会
等

に
出
向
い
て
お
話
し
ま
す
。

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の

間
で
２
時
間
程
度　

■
講
座　

同
支
庁
職
員

が
担
当
す
る
32
講
座
と
公
益
大
の
先
生
が
担

当
す
る
公
益
大
連
携
講
座　

■申
２
週
間
前
ま

で
同
支
庁
総
合
案
内
窓
口
☎
66
‐
２
１
２
１

へ　

募
集

「
油
戸
魚
の
森
」づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
４
日
○土
午
前
８
時
（
油
戸
漁
港
南
側

駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
等　

■申
６
月
26

日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
内
線
５

１
７
へ　

■他
小
雨
決
行　

盟
約
20
周
年
記
念　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
親
善
訪
問
団
ラ
フ
ォ
ア
市
派
遣
事
業 

団
員
募
集

■日
７
月
28
日
○火
～
８
月
４
日
○火（
６
泊
７
日
）　

■対
市
内
在
住
の
中
学
生
10
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
）　

■内
ラ
フ
ォ
ア
中
学
校
で

の
交
流
事
業
ほ
か
各
種
交
流
事
業
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
、
ヌ
メ
ア
市
内
観
光
等　

■費
18
万

円
（
航
空
運
賃
・
宿
泊
代
・
国
内
移
動
費
用

等
）　

■申
６
月
17
日
○水
ま
で
本
所
政
策
企
画

課
内
「
鶴
岡
・
ラ
フ
ォ
ア
友
好
協
会
」
事
務

局
☎
内
線
５
２
８
へ

農
繁
期
に
楽
し
く
農
業
で 

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
協
で
は
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
農
繁
期
に
人
手
を
必
要
と
す
る

農
家
に
、
求
職
者
を
紹
介
し
ま
す
。
求
人
・

求
職
と
も
に
、
年
度
ご
と
の
登
録
（
無
料
）

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP ＝ホームページ



20

は
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に

対
し
て
、
元
金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
年

２
・
０
％
の
利
子
相
当
分
が
山
形
県
勤
労
者

育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
補
給
さ
れ
ま
す

赤
十
字
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

日
赤
鶴
岡
市
地
区
で
は
毎
年
６
月
を
「
社

員
増
強
運
動
月
間
」
と
し
て
、
特
に
社
員
加

入
と
社
費
の
増
収
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
地
域
の
協
賛
委
員
や
隣
組

長
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
日
本
赤
十
字
社
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
任
意
で
社
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
の
捕
獲
は 

県
の
許
可
が
必
要
で
す

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
小
型
動
物
の
家
屋
侵
入
を

防
ぐ
た
め
に
、
狩
猟
免
許
を
持
た
な
い
方
も

住
居
や
敷
地
内
に
限
り
箱
わ
な
・
つ
き
網
で

捕
獲
で
き
ま
す
。

　

許
可
申
請
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
☎

66
‐
５
７
０
６
へ
。

荒
沢
ダ
ム
湖
か
ら
引
き
上
げ
た

流
木
を
無
償
で
提
供
し
ま
す

■日
６
月
17
日
○水
か
ら
の
月
曜
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
な

く
な
り
次
第
終
了
）　

■場
荒
沢
ダ
ム
展
望
台　

■対
流
木
（
１
世
帯
当
た
り
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

分
。
樹
種
は
長
さ
約
70
㎝
、径
５
㎝
～
50
㎝
）

を
積
み
込
み
運
搬
で
き
る
方
（
売
却
目
的
は

不
可
）　

■問
庄
内
総
合
支
庁
荒
沢
ダ
ム
管
理

課
☎
55
‐
２
０
２
１　

■他
HP

▼
共
通　

■場
庄
内
総
合
支
庁　

■申
庄
内
保
健

所
地
域
保
健
福
祉
課
☎
66
‐
４
９
３
１　

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
21
日
○日
午
前
11
時
30
分
～
午
後
５
時　

■場
羽
黒
橋
～
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地

域
側
）
河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防

課
☎
22
‐
８
３
２
０

自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会 

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
採
用
制
度
説
明
会　

■日
７
月
１
日
○水
～
３

日
○金
午
後
１
時
～
７
時
、
７
月
５
日
○日
午
前

９
時
～
午
後
３
時　

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎　

■他

開
催
日
以
外
で
希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い

▼
採
用
試
験　

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補

生
（
男
子
）　

■
試
験
日
・
会
場　

７
月
５

日
○日
・
陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■
受
付
期
間　

６
月
19
日
○金
ま
で　

■他
自
衛

官
募
集
HP

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
２
・

５
～
３
・
６
５
％
（
保
証
料
込
み
。
在
学
中

は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、
０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
の

本
人
・
親
族
が
、
卒
業
後
県
内
に
就
職
ま
た

７
時　

■内
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
・

マ
タ
ハ
ラ
、
解
雇
、
賃
金
カ
ッ
ト
、
未
払

い
賃
金
、
休
暇
等
労
働
に
関
す
る
相
談　

■

相
談
電
話　

連
合
山
形
☎
０
１
２
０
‐
１
５

４
‐
０
５
２

空
き
家
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
等
で
お
困

り
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
６
月
13
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

勤
労
者
会
館　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８

３
ま
た
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・

バ
ン
ク
☎
64
‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に 

関
す
る
法
律
相
談

■日
６
月
18
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■場
庄
内
総

合
支
庁　

■定
先
着
４
人　

■申
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０

山
形
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
一
般
相
談　

■日
月
曜
～
金
曜
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時

▼
認
知
症
相
談　

■日
火
曜
・
金
曜
日
午
後
１

時
30
分
～
４
時

▼
共
通　

■
相
談
電
話　

同
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
３
‐
６
２
２
‐
６
５
１
１

庄
内
保
健
所

▼
精
神
保
健
福
祉
相
談　

■日
毎
月
第
２
火
曜

日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
ひ
き
こ
も
り
相
談　

■日
毎
月
第
４
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

が
必
要
で
す
。

■問
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

29
‐
０
４
５
５
ま
た
は
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
農

業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
３
７
２
５
へ

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

東
部
１
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

茅
原
１
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

末
広
２
号
…

３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

末
広
３
号
…
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・

1
戸　

■申
６
月
５
日
○金
～
11
日
○木
に
県
営
住

宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１

０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
６
月
23
日
○火
。
入
居

時
期
は
８
月
上
旬

市
民
農
園
入
園
者
募
集

■
入
園
期
間　

12
月
ま
で　

■
面
積　

１
区

画
約
40
㎡　

■
募
集
区
画　

城
北
町
農
園
…

2
区
画　

鳥
の
巣
農
園
…
５
区
画　

八
日
町

農
園
…
２
区
画　

切
添
Ａ
農
園
…
１
区
画　

切
添
Ｂ
農
園
…
４
区
画　

■費
１
区
画
年
額
４
、

０
０
０
円
（
城
北
町
農
園
は
別
途
水
道
料
５

０
０
円
）　

■申
６
月

１
日
○月
～
10
日
○水
に

本
所
農
政
課
☎
内
線

５
７
８
へ　

■他
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん相

談
・
そ
の
他

女
性
の
た
め
の　
　
　
　
　

全
国
一
斉
労
働
相
談

■日
６
月
11
日
○木
・
12
日
○金
午
前
10
時
～
午
後
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　栽培技術の共有による品質の向上・均一化を目的
に、昭和61年に前身となる「西片屋さくらんぼ生
産組合」を設立しました。平成６年に名称を「西片
屋さくらんぼ振興会」へ変更。現在は34人の生産
農家が、合わせて約９haの面積で約20種類のさく
らんぼを栽培しています。
　各生産農家は産直での販売や市場への出荷も行っ
ていますが、個人販売が中心です。販路拡大の鍵と
なるのが、さくらんぼ狩りに来た方のリピートや口
コミ。多くの方に観光果樹園へ足を運んでもらえる
よう、同振興会では看板やのぼりを地区内に設置し
て「さくらんぼの里」をアピールしています。「お

いしかったのでまた来ました」というお客様の声は
私たちの励みですね。また、土壌調査や技術講習会
を実施し、品質の向上にも取り組んでいます。
　西片屋のさくらんぼは、甘みと酸味のバランスの
良さと、かんだときのはじけるような食感が自慢。
今年は６月７日頃に早生（わせ）品種が食べ頃とな
り、7 月上旬まで楽しめる見込みです。そして、６
月21日○日 には産直あぐりを主会場に「櫛引さくら
んぼまつり」を開催します。今年もさくらんぼ狩り
や種飛ばし大会などの企画を予定していますので、
ぜひお越しください。丹精込めて作ったおいしいさ
くらんぼをご賞味いただきたいと思います。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

自慢のおいしいさくらんぼをぜひご賞味ください

西片屋さくらんぼ振興会
（櫛引）

　山形の初夏を代表する味覚として、「小さな恋人」「赤い宝
石」などの愛称で親しまれているさくらんぼ。西片屋地区で
は、生産農家が「西片屋さくらんぼ振興会」を組織し、協力
し合いながら生産・販売に取り組んでいます。

庄
内
の
初
夏
を
彩
る 

あ
ま
る
め
植
木
・
金
魚
ま
つ
り

■日
６
月
６
日
○土
・
７
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
８
時
、
８
日
○月
～
10

日
○水
午
前
９
時
～
午
後
７
時
30
分　

■場
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

「
ア
ピ
ア
」
東
側
駐
車
場　

■問
庄
内
町
観
光
協
会
☎
０
２
３
４
‐

42
‐
２
９
２
２

酒
田
市
合
併
10
周
年
記
念 

花
の
能
　
羽
州
庄
内
松
山
城
薪
能

■日
６
月
13
日
○土
午
後
６
時　

■場
松
山
歴
史
公
園
（
雨
天
時
は
松
山

城
址
館
）　

■
演
目　

狂
言
「
附
子
」、
能
「
敦
盛
」　

■費
前
売
り

券
…
１
、
５
０
０
円　

当
日
券
…
１
、
７
０
０
円
（
呈
茶
含
む
）　

■問
松
山
文
化
伝
承
館
☎
０
２
３
４
‐
62
‐
２
６
３
２
ま
た
は
酒
田

市
松
山
総
合
支
所
建
設
産
業
課
☎
０
２
３
４
‐
62
‐
２
６
１
１
へ　

■他
呈
茶
は
午
後
３
時
30
分
～
５
時
30
分

希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
21
日
○日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
予
定
）　

■費
前
売

り
券
…
５
０
０
円　

当
日
券
…
６
０
０
円　

■場
・
■
前
売
り
券
取

扱
い　

希
望
ホ
ー
ル　

■問
酒
田
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
０
２

３
４
‐
26
‐
５
７
７
８

旧
青
山
本
邸
箪
笥
調
査
報
告
書
「
重
要
文
化

財
旧
青
山
家
住
宅
の
箪
笥
」
を
頒
布
し
ま
す

　

旧
青
山
本
邸
の
箪た
ん
す笥
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
庄
内
箪
笥
を
め
ぐ

っ
て
解
説
し
た
報
告
書
（
Ａ
４
判
50
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

■費
４
０
０
円　

■
取
扱
い　

遊
佐
町
教
育
委
員
会
教
育
課
☎
０
２

３
４
‐
72
‐
５
８
９
２



広
報
つ
る
お
か　

平
成
27
年
6
月
号

【 

平
成
27
年
6
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00 ～ 15：00

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成27年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：132,269人
　　 （男：63,030人、女：69,239人）
　世帯数：48,494世帯

↑
メ
ー
ル
は

　

こ
ち
ら
か
ら

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　

こ
ち
ら
か
ら

献血　6/4 ～ 7/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
6 ．5○金 ９：30 ～11：30 出羽商工会本所

〃 13：30 ～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
13○土 10：00 ～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～16：00                   〃
16○火 13：30 ～15：30 鶴岡市上下水道部
24○水 〃 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター
25○木 ９：00 ～11：00 東北電力㈱鶴岡営業所

今月の各種相談窓口開設日　6/4 ～ 7/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時 ・ 会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 ９日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 26日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 16日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線303 16日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 18日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 26日○金 13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 13日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教 育 相 談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00〃　　（ 就 学 に 関 す る こ と ）

〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ


